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研究成果の概要（和文）：本研究の目的は、(1)活断層調査、(2)地震災害聞き取り調査、(3)地震防災に関する
trans-disciplinaryな研究の実施にある。モンゴルでは地震発生の頻度が低いために地震現象の解明と地震防災
の推進が課題となっている。本研究はモンゴル科学アカデミーとモンゴル非常事態庁、ならびにモンゴル国立大
学等と連携してこの問題に取り組んだ。ウランバートル近郊の活断層に関する共同調査を実施した。活断層発見
に関する第一報は国際学術誌に投稿するとともに、2019年9月にウランバートルで行われた国際会議においても
発表した。

研究成果の概要（英文）：The purpose of this research is to conduct (1) active fault survey, (2) 
seismic disaster interview survey, and (3) trans-disciplinary research on earthquake disaster 
prevention. Since the frequency of earthquakes in Mongolia is low, it is important to elucidate the 
earthquake phenomena and promote earthquake disaster prevention. This research addressed this issue 
in collaboration with Mongolian Academy of Sciences, Mongolian Emergency Situation Agency, National 
University of Mongolia and others. A joint survey was conducted on active faults near Ulaanbaatar.

研究分野：変動地形
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研究成果の学術的意義や社会的意義
モンゴル国立大学と科学技術大学から若手研究者が参加し、次年度以降も調査を継続する体制が整備された。ま
たモンゴルのホブド県を対象に実施中のJICAの防災啓発事業とも連携し、ワークショップや防災教育コンテンツ
の作成を通じて活断層による地震防災啓発に努め、目的(3)の成果を挙げた。また対象地域をホブドに拡大して
災害に関する聴き取り調査とその様子の映像収録を実施した。モンゴルの活断層と地震防災に関する検討は今後
も継続的に進める必要がある。新たなプロジェクトを立案しJSPSの二国間共同事業（共同研究）の道を拓いた。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属されます。



様 式 Ｃ－１９，Ｆ－１９－１，Ｚ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
 モンゴルは，21 世紀以降の政治経済情勢の激変に伴い，人口の一極集中により首都ウランバ
ートルには多数の高層ビル建設が進み，新空港や高速道路網の整備も進んでいる．しかし地震対
策は進まず，耐震化も図られていない．モンゴル国内では 20世紀にM8地震が 3回，M6～7地
震が 7 回起きているが，ウランバートル周辺には歴史地震が少ないため，地震対策の必要性が
理解されていない．しかし 2000年以降，地震活動が徐々に活発化し，国民の間にも不安が広が
り，国連や世界銀行もこの問題を重く見て 2010 年以降，地震防災プロジェクトを進めている．
2015年 10月にはウランバートルで有感地震が続発し，地震防災が急務となっている． 
 災害軽減を考える際，しなやかな回復力を意味する resilienceが，sustainabilityと並ぶ概念
として近年重要視されている．2015年には国連の SDGsのひとつ（Goal 11）に掲げられ，その
概念整理や実践的方法論を含む学術的検討が求められている（林・鈴木編,2015，石井ほか,2015, 
Hayashi et al., 2016）． 
 
２．研究の目的 
 地震対策が国家的重要課題とされるモンゴルにおいて，本研究は，①首都ウランバートル近郊
における確実な活断層認定を行い，活動間隔や地震規模を推定してハザード評価を行う．また，
②歴史地震のうちウランバートルに最も近い場所で 1967 年に起きたモゴド地震(M7)の地震断
層を再検討するとともに，被害に関する聴き取り調査を広域で実施する．これによりウランバー
トルの将来の地震被害像を具体化し，災害対策の立案に貢献する．また，③防災地理教育教材を
作り，モゴド地震 50年を機に防災・減災を考える trans-disciplinaryなリスクコミュニケーシ
ョンを実施する．④JICA草の根技術協力事業とも連携して，モンゴル西部ホブド県において市
民主導の防災啓発事業も行う．従来，モンゴルにおいては海外からの輸入型防災システムを中心
としてきたが，本研究は現地の災害地理学的情報から独自に組み上げる．モンゴル非常事態庁・
災害研究所・科学アカデミーと連携チームを作り，モンゴル国立大学・名古屋大学レジリエンス
共同研究センターにおいて実現を目指す． 
 
３．研究の方法 
 本研究は，(1)活断層調査，(2)地震被害聴き取り調査，(3)ハザードを市民に伝えてレジリエ
ンスを高める対策のあり方を学際的・超学際的（trans-disciplinary）に議論する研究，の３本
柱からなる．(1)については航空写真および衛星写真を用いた活断層地形判読，および現地測量，
掘削調査を 2018～2019 年度に実施し，ウランバートル断層の発見につなげた．1967 年のモゴド
地震の地震断層について現地踏査およびドローン空撮を実施した．(2)については，2017 年度に
モゴド地震の被害に関する聴き取り調査を実施し，防災教育の題材として日本とモンゴルの双
方で放送番組化した．(3)については 2017 年と 2018 年度にウランバートル，2019 年度にホブド
で公開シンポジウムを開催した．得られた成果はモンゴル非常事態庁と協議し，今後の地震防災
戦略を共同で議論した． 
 
４．研究成果 
（1）ウランバートル近郊の活断層調査 
 これまで未発見だったウランバートル市内を縦断する長さ 50km のウランバートル断層を発見
した．モンゴル非常事態庁，科学アカデミー，モンゴル国立大学，科学技術大学とトレンチ掘削
調査や地形測量調査を実施し，35000 年前以降に活動していること，長さは 50km におよぶため
Mw7.1 の地震を起こし得るを明らかにした．この成果は，2016 年度以降の日本・モンゴルの共同
研究を取り纏めた論文（Suzuki et al.,2019a)のほか，国際学会（Suzuki et al.,2019b,c)で発
表した． 
 
（2）1967 年モゴド地震の地震断層および被害状況調査 
 地震発生から 50 年が計画したモゴド地震は，ウランバートルの直近のやや大きな有感地震で
ある．2017 年度の調査で，モゴド周辺に現在も断層変位地形が明瞭に残っていることを確認し，
測量調査とドローン空撮を実施した．地理学研究所と航空写真判読を実施したところ，周辺にも
活断層としての累積変位地形の存在も確認された．一方，この地震はモンゴル国内でも最新の歴
史地震であることから，災害の様子を詳しく聞き取ることのできる数少ないものの一つである．
モゴド村（ソム）およびボルガン市において聴き取り調査を実施して，被害の様子を復元した(稲
村ほか,2017, Suzuki et al., 2019a)．さらにその際の映像資料は，非常事態庁により防災啓発
資料として放送番組化され，2017 年 3 月にモンゴル国営放送で放送された．また日本において
は 2018 年度に放送大学の「レジリエンスの諸相」に番組収録された（奈良・稲村編, 2018）． 
 
(3)ハザードを市民に伝えてレジリエンスを高めるための研究（ウランバートルおよびホブド） 
 日本とモンゴルのレジリエンスに関する比較研究の一環として，モンゴル政府と共同で 3 回
の公開シンポジウムを行い，市民と双方向の議論を行った．第 1 回（2017 年 3 月：ウランバー
トル），第 2 回（2018 年 3 月：ウランバートル），第 3 回（2019 年 3 月：ホブド）．2017 年度か
らは JICA プロジェクトと連携してホブドにおいて，ホブド非常事態局と共同で多くのワークシ
ョップを実施した．①小中学校の生徒と一緒に防災カルタを作成し，②バグ長と相談の上，市民



ワークショップを 4度実施した．③ドローン空撮によりホブド市内の詳細な地形測量を行い，ハ
ザードマップの基礎となる地形図を作成，④ホブド県内の地方都市を半分以上訪問して，災害地
域特性を把握した．⑤防災教材として映像資料を撮りため，今後，防災教育の放送コンテンツ化
される．以上の成果は複数の論文に纏められた（Suzuki et al.,2019a, 奈良ほか,2019, 石井
ほか,2018, 2019, 稲村ほか,2018）． 
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